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は，Lutzs and Lutzs （1951）の資本モデルである。資本






Coleman, Stetar and Costa （2004）の組織行動や人的行
動の数量化，Bukowitz, Williams and Mactas （2004）や，
Elias and Scarbrough （2004）による測定基準の提案，























































人の生産能力を 100 とする。彼は，企業として 100 の生
産物を生産し，家計として貨幣所得 100 に変換して受け
取る。貨幣 80 を支出して 80 の生産物を購入して消費し，
残余の貨幣 20 をタンスに蓄える。20 は余剰貨幣となる










































1950 年代以降であり，その嚆矢となったのは Dean 
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